
魚種（海域）：スルメイカ（太平洋～オホーツク海海域） 

担当：釧路水産試験場（澤村正幸），函館水産試験場（有馬大地（現中央水産試験場），奥村

裕弥） 

要 約 

評価年度：2019 年度（2019年 4月～2020 年 3月） 

2019年度の漁獲量：7,936トン（前年比 1.59） 

来遊量の指標 全国の資源水準 ※ 北海道への来遊水準 

漁獲量 低水準 低水準 

※全国の資源水準は 2019 年の水準

太平洋～オホーツク海海域へ来遊するスルメイカの主群である冬季発生系群の 2019年度

の資源量は前年より減少し，低水準と評価された。本海域へ来遊したスルメイカの漁獲量は

前年度から増加したものの，1990 年以降では依然として低い値であった。太平洋海域にお

ける小型イカ釣り船の漁獲量も，根室海域からオホーツク海にかけて前年を上回る海域が

みられたものの過去との比較では低い値に止まり，函館港・浦河港でも漁獲量は前年度から

減少した。太平洋～オホーツク海域の漁獲量を資源量の指標とした来遊水準指数は低水準

と判断され，太平洋海域のみの漁獲量を指標とした参考値も同じく低水準となった。 

１．資源の分布・生態的特徴 

(1)分布・回遊

東シナ海～サハリン西岸～中・南部千島周辺に分布する。秋季発生系群は，9～12月

に日本海南西部～東シナ海でふ化し，成長しながら日本海を北上する。主群は7月頃に

道南海域へ来遊する。冬季発生系群は，1～4月に東シナ海でふ化し，成長しながら太

平洋と日本海を北上する。主群は道南海域～道東太平洋へ8月頃に来遊する。8～9月に

分布域を最も北の海域まで広げ，10月以降産卵のため南下する。根室海峡～オホーツ

ク海沿岸へは11月頃に来遊する。

(2)年齢・成長

月齢 6 ｹ月 7 ｹ月 8 ｹ月 9 ｹ月 

外套長(cm) 18 22 26 28 

体重(g) 121 233 361 484 

  ＊）外套長：菅原ほか1）から計算 

＊）体重：加賀ほか2）から引用 

＊）ふ化後，産卵して死亡するまでの寿命はほぼ1年である。 

＊）北海道太平洋～オホーツク海海域へ来遊するスルメイカの月齢は9ヶ月まで。 
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(3)成熟年齢・成熟体長 

 ・オス：孵化後約9か月で成熟して，メスと交接する。 

・メス：孵化後10か月以降，オスより遅れて産卵の前に生殖器官を発達させて成熟する。 

  ＊）オスはメスに先がけて成熟する。 

  ＊）道東太平洋からオホーツク海ではメスの成熟個体はほとんど見られない。 

 

(4)産卵期・産卵場 

・産卵期：秋季発生系群では11～12月で，冬季発生系群では2～5月である3)。 

・産卵場：秋季発生系群では北陸沿岸域から対馬海峡付近・東シナ海4），冬季発生系

群では主に東シナ海である2）。 

 

２．漁業の概要 

(1)操業実勢（図 1） 

漁業 漁期 主漁場 主要な漁具 着業規模 

いか釣り 6 月～1 月 太平洋沿岸，オホ

ーツク海沿岸 

いか釣り 渡島：568隻（2018 許可） 

胆振：90 隻（2018許可） 

日高：65 隻（2018 許可） 

十勝：49 隻（2019許可） 

釧路：125隻（2018 許可） 

根室：141隻（2018 許可） 

オホーツク：49 隻（2017許可） 

宗谷：3 隻（2017 許可） 

沖合底びき網漁業 * 

 

9 月～1 月 太平洋，オホーツ

ク海沿岸 

かけまわし， 

オッタートロール 

胆振：5 隻（か） 

日高：2 隻（か） 

十勝：2 隻（か） 

釧路：7 隻（か），5 隻（オ） 

オホーツク：5 隻（か），2 隻（オ） 

宗谷：1 隻（か） 

定置網 6月～11月 太平洋，オホーツ

ク海沿岸 
建網 

 

 

*沖合底びき網漁業（か：かけまわし，オ：オッタートロール） 

(2)資源管理に関する取り組み 

1998年度より TAC対象種に指定されており，TACにより漁獲量が管理されている（表 1）。 

 

３．漁獲量および漁獲努力量の推移 

(1)漁獲量 

全国 日本国内における冬季発生系群の漁獲量は，1980 年代の低い水準から 1990 年代に入

り増加し，10 万～20 万トン台で推移した 2)（図 2）。1998～1999 年に大幅に減少したあと

再び増加して 2011 年度には 18.6 万トンに達したが，その後減少が続き，2018 年は約 2.3

万トンであった。冬季発生系群が主体と考えられる北海道太平洋～オホーツク海の漁獲量

が国内漁獲量に占める比率は，資源水準が高い時期に高くなる傾向がみられる。 

 スルメイカの TAC は，1998 年から 2003 年まで 45 万～53 万トン，2004 年から 2010 年ま

で 30万トン台，2015 年に 43万トンとなったが，その後は一貫して減少し， 2019 年は 6万
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7千トンであった（表 1）。集計期間は 2013年までが暦年，2014 年以降は漁期年（4月～翌

年 3月）となっている。北海道知事管理分は，1998 年から 2019年まで若干量に設定されて

いる。 

北海道 表 2，図 3に，北海道の太平洋～オホーツク海における海域別スルメイカ漁獲量の

経年変化を示した。この海域の漁獲量は，全国の漁獲量と同様に 1980 年代後半から増加傾

向となり，1996 年度に 11.0 万トンにまで増加した。その後 2015年度までおおむね 3～6万

トンの高い値で推移したが，2016 年度以降急減して 1 万トンを下回る状態が続いている。

2019年は前年度（4,992トン）から増加して 7,936トンであった。 

 海域別では，太平洋は 1991 年度から 2015 年度までほとんどの年で 2 万トンを超える漁

獲量を維持していたが，2016 年度に 7,219 トンと急減したのち減少を続け，2019 年度は

4,076トンで前年（4,676トン）を下回り，資源が低水準期にあった 1988年以来 31年ぶり

の低い値となった。このうち道南は前年度（4,268トン）の 73%となる 3,131トン，道東は

前年度（408 トン）の 231%となる 945トンであった。オホーツク海は 1991年度以降大きく

変動しながらもおおむね 1万トン以上の漁獲量を維持していたが，太平洋と同じく 2016年

度に急減して 1,000 トンを下回り，それ以降低い水準となっている。2019 年度の漁獲量は

1990年以降で最低であった前年度（316トン）の 12.2 倍となる 3,860トンであった。うち

根室海峡は前年度（169トン）の 15.8倍となる 2,670トン，オホーツク・宗谷は前年度（146

トン）の 8.1 倍となる 1,190 トンであった。 

本海域における 2019 年度の合計漁獲金額は 60億円（前年度 51億円）であった。 

 

(2)漁獲努力量 

 表3に，道南太平洋の函館港，浦河港，道東太平洋の十勝港，釧路港，厚岸港, 花咲港，

オホーツク海の羅臼港における小型いか釣り船の延べ水揚げ隻数を示した。渡島太平洋か

ら釧路管内にかけての延べ隻数は過去10年間減少傾向にあり，2019年度の出漁隻数は函館

港（2,075隻），十勝港（61隻），厚岸港（228隻）では前年を上回ったもののいずれも過去と

の比較では低い値に止まり，浦河港（367隻）及び釧路港（53隻）では前年度を下回った。

一方，根室太平洋の花咲港は1,500隻で前年度の3.4倍，オホーツク海の羅臼港は4,175隻で

前年度の3.7倍であった。全体として小型いか釣り船の出漁隻数は，日高管内から釧路管内

にかけては減少し，根室太平洋海域からオホーツク海にかけて前年度より大きく増加して

いた。 

 1996年度以降のスルメイカを対象とした沖合底びき網漁業の曳網回数（漁獲物中に占め

るスルメイカの重量比が80%以上となった曳網の回数）は，道南太平洋（襟裳以西）では2003

年度の758回をピークに減少傾向にあり，2019年度は2年連続して0回となった。道東太平洋

（道東）は1996年度の1,139回から減少して2010年度までおおむね200回以下で推移したの

ち，2011年度から2015年度にかけてはやや増加しておおむね200回から400回の範囲にあっ

た。しかし2016年以降は急減し，2019年度は3年連続して0回であった。オホーツク海（オコ

ック沿岸）では2013年度の2,134回をピークに年により大きく変動し，2019年度は4年連続し
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て0回となった。 

 

４．資源状態 

(1)現在までの資源動向 

令和元年度スルメイカ冬季発生系群の資源評価 2)によれば，スルメイカ冬季発生系群の資

源量は，日本国内における冬季発生系群の漁獲量（図 2）と同様に，1980 年代の低い水準か

ら 1990 年代に入って増加し 1996 年には 103万トンとなった（図 4）。その後 2014 年まで 71

万～103 万トンと比較的高い水準で推移していたが，2015 年以降資源量が大きく減少し，

2019年の資源量は低水準と評価されている。 

 

５．北海道への来遊状況 

(1)当業船の漁獲動向 

 図 5 に道南太平洋の函館港および浦河港，道東太平洋の十勝港，釧路港，厚岸港，花咲

港，オホーツク海の羅臼港における小型いか釣り船の CPUE （1日 1隻あたり漁獲量 kg）を

示した。2019年度の CPUEは浦河港が 412kg（前年度 229 kg），花咲港が 406 kg（前年度 386 

kg）で前年から増加し，函館港が 108 kg（前年度 128 kg），釧路港が 360 kgで前年（393 

kg）から減少した。十勝港では 11 月から 12 月にかけて 2 年ぶりの水揚げがあり，CPUE は

536 kgであった。全体として，各港の CPUE は前年を上回る港が多かったものの，過去との

比較ではいずれも低い値に止まり，道東太平洋への来遊水準は低かったと考えられる。 

 オホーツク海の羅臼港における 2019年度の小型いか釣り船 CPUE は 639 kgで前年度（150 

kg）から大きく増加したが，過去との比較では低い水準であった（図 5）。オホーツク海全

体の 2019 年度の漁獲量も過去及び前年度との比較で同様の傾向を示したことから（表 2，

図 3），オホーツク海への来遊量は前年度を上回ったものの低い水準であったと考えられる。 

 

(2)調査船調査の状況 

 2019 年の調査船調査の結果について，6月（図 6）及び 8月（図 7）の各調査点の CPUE（い

か釣り機 1 台 1 時間あたり漁獲尾数）を示した。6 月道東太平洋の各調査点の CPUE は 0～

0.27 尾で，最も東の調査点で 2 年ぶりに漁獲がみられたものの，漁獲尾数は 4 尾のみであ

った。また，道南太平洋で 1点のみ実施した調査での漁獲はなかった。 

8月調査の各調査点の CPUEは道東太平洋が 0～1.9尾，道南太平洋が 0～8.7尾であった。

道東太平洋沿岸の分布密度は 2015年以前には全体的に高い値を示したが，2016 年以降は大

きく低下している。襟裳以西の道南太平洋の 2014 年以降の CPUE も減少傾向にあり，2019

年に実施した調査では 3点中 2点が漁獲なしとなった。 

 オホーツク海への回遊仮説 5,6)として，8 月下旬の釧路以東の分布が多い事と北方四島周

辺の 7月の水温が高い事などが来遊の多い要因とされている。水産研究・教育機構による表

層トロールネットを用いた調査 2)では，2019 年 5 月上旬～6 月上旬の移行域幼稚魚調査で

の外套長 10cm 未満のスルメイカの平均 CPUE は 2015 年以降では最も高い値となったほか，
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前年に比べ沖合まで分布がみられた。また，7月の加入量把握調査でも東経 146～150°の沖

合域を中心にスルメイカの分布がみられた。道水試による調査船調査では 6 月に調査海域

の最も東側に当たる根室沖の調査点でスルメイカの分布と水温・塩分の高い暖流水の波及

がみられた（図 6）一方，8 月の十勝～釧路沿岸での分布密度は低い値であった。また，札

幌管区気象台発表の海水温データ（https://www.jma-net.go.jp/sapporo/kaiyou/engan/ 

engan.html）では，2019年は魚群の北上期にあたる 7～8月に根室海峡～北方四島周辺の水

温が高い状態にあった。これらの結果から，2019 年度北上期のスルメイカは例年より沖合

を中心に分布していたと推測され，その一部が千島列島周辺からオホーツク海に来遊して，

この海域での漁場形成につながったと考えられる。 

 

(3)2019 年度の北海道への来遊状況：低水準 

 北海道への来遊量の目安となる北海道太平洋～オホーツク海海域における 1985～2019年

度の漁獲量は冬季発生系群の資源変動の影響を強く受けている（図 8）。2019年の冬季発生

系群の資源量は約 14.4万トンと推定され，前年 15.9万トンから減少した。 

来遊水準の指標として，北海道太平洋～オホーツク海海域の漁獲量を用いた（図 9）。1995

年度から 2014年度の 20年間の平均値を 100とし，100±40の範囲を中水準，その上下をそ

れぞれ高水準，低水準とした。2019 年度に当海域に来遊したスルメイカの来遊水準指数は

14 で低水準と判断された。昨年度の指標とした北海道太平洋海域のみの合計漁獲量を指標

とした参考値では，2019年の来遊水準指数は 11となり，同じく低水準と判断された。 

 

(4)今後の資源動向：横ばい 

スルメイカは 1 つの年級群で資源が構成されるため，毎年度の新規加入量によって資源

量が大きく変動する。令和元年度スルメイカ冬季発生系群の資源評価 2)によると 2020 年級

群を生む親魚量は Blimitを下回っており，短期的に資源が回復する可能性は低い。道南及び

道東太平洋での漁獲は 2019年度も継続しているものの，漁場の形成は散発的であり，今後

の資源動向は現在の低い水準のまま横ばいと考えられる。 
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評価方法とデータ 

(1)資源評価に用いた漁獲統計 

 

漁獲量 

 

漁業生産高報告。2018,2019年度は水試集計速報値を含む。 

道南太平洋：渡島（松前，福島町および八雲町熊石地区を除く），

胆振，日高振興局管内 

道東太平洋：十勝，釧路，別海町以南の根室振興局管 

オホーツク海：標津町，羅臼町およびオホーツク，宗谷振興局（枝幸，

浜頓別町，猿払村および稚内市宗谷地区）管内 

漁獲努力量 函館港，浦河港，十勝港，釧路港，厚岸港，羅臼港における小型いか

釣り船の延べ操業隻数（荷受資料に基づく水試集計値） 

北海道沖合底曳網漁業漁場別漁獲統計年報 

 

(2)漁船の努力量および CPUE 

道南太平洋の主要港である函館港と浦河港，道東太平洋の主要港である十勝港，釧路港，

厚岸港，花咲港，およびオホーツク海の主要港である根室海峡の羅臼港における小型いか釣

り船の延べ操業隻数（以下，延べ隻数とする）と漁獲量を用いた（函館水試と釧路水試資料）。

函館港，浦河港，十勝港，釧路港の CPUE を小型いか釣り船の 1隻 1日当たりの漁獲量とし

て算出した。 

沖合底びき網漁業（かけまわし）の努力量については北海道沖合底曳網漁業漁場別漁獲統

計年報を用い，中海区の「オコック沿岸」，「襟裳以西」，「道東」において，スルメイカの漁

獲量が 80％以上となる曳網をスルメイカ対象の曳網と判断して集計した。 

 

(3)調査船調査 

 釧路水産試験場所属の試験調査船北辰丸（道東太平洋）および函館水産試験場所属の試験

調査船金星丸（道南太平洋）により，毎年 6月及び 8月に北海道太平洋海域で行っている調

査船調査の結果を用いた。漁獲調査の結果から各調査点における CPUE（自動いか釣り機 1

台 1時間あたりの平均漁獲尾数）を求め，分布密度の指標とした。 
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冬季発生系群漁獲量（国内）

北海道太平洋～ｵﾎｰﾂｸ海

平成10 1998 450,000 322,000 若干 暦年

11 1999 500,000 322,000 若干 暦年

12 2000 500,000 322,000 若干 暦年

13 2001 530,000 375,000 若干 暦年

14 2002 530,000 375,000 若干 暦年

15 2003 530,000 375,000 若干 暦年

16 2004 385,000 254,000 若干 暦年

17 2005 359,000 254,000 若干 暦年

18 2006 359,000 254,000 若干 暦年

19 2007 322,000 228,000 若干 暦年

20 2008 333,000 228,000 若干 暦年

21 2009 333,000 228,000 若干 暦年

22 2010 318,000 220,000 若干 暦年

23 2011 297,000 204,700 若干 暦年

24 2012 339,000 235,200 若干 暦年

25 2013 329,000 226,000 若干 暦年
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令和1 2019 67,000 34,500 若干 漁期年

2 2020 57,000 46,800 若干 漁期年

年度 西暦
TAC

(全国計）
大臣管理分 集計期間

北海道知事
管理分

注） 2014年4月より集計期間が漁期年（4月～翌年3月）に変更

された。北海道知事管理分は，5トン未満のいか釣り，定置網，

刺し網などが含まれる。大臣管理分は，全国の5トン以上のい

か釣り，沖合底びき網，大中型まき網が含まれる。2011年は期

中改訂後の数字。

表1  スルメイカTACの推移

0% 20% 40% 60% 80% 100%

オホー

ツク海

太平洋 いか釣り

定置網類

沖底

いか釣り

定置網類

その他
沖
底

図1 北海道太平洋及びオホーツク海のスルメイカ漁獲量に占める各漁業種の割合
（2014～2018年度の平均値）

図2 冬季発生系群スルメイカ漁獲量2) （日本国内分）及び北海道太平洋～
オホーツク海海域スルメイカ漁獲量の経年変化
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表3 北海道の太平洋～オホーツク海における漁獲努力量の経年変化

※スルメイカの漁獲が80%を超えた曳網の回数

図3 北海道の太平洋～オホーツク海におけるスルメイカ漁獲量の経年変化

ｵﾎｰﾂｸ海 道南太平洋 道東太平洋 ｵﾎｰﾂｸ海
函館港 浦河港 十勝港 釧路港 厚岸港 花咲港 羅臼港 襟裳以西 道東 ｵｺｯｸ沿岸

1985 5,788 － 6 4 － － － －
1986 11,441 － 150 21 － － － －
1987 10,228 － 150 18 － － － －
1988 10,085 － 24 4 － － － －
1989 11,028 － 100 0 － － － －
1990 9,529 － 821 2,819 － － － －
1991 9,274 － 1,672 4,321 － － － －
1992 8,856 － 1,595 4,788 － － － －
1993 10,281 2,620 457 725 1,613 － － －
1994 9,305 2,661 635 1,990 3,364 － － －
1995 8,389 2,199 243 2,096 5,368 － － －
1996 11,375 1,371 686 2,932 4,864 530 1,139 1,880
1997 8,105 3,215 130 1,431 3,743 681 844 311
1998 7,563 2,188 533 1,424 1,231 93 16 10
1999 6,822 1,661 194 1,294 1,522 0 39 12
2000 7,367 2,024 471 1,324 3,182 128 129 630
2001 6,421 1,083 233 1,351 2,112 321 180 23
2002 6,850 1,209 109 1,229 2,306 212 10 72
2003 6,651 3,084 149 1,645 791 758 336 0
2004 6,621 2,978 96 1,441 1,537 403 97 30
2005 5,835 2,017 486 2,250 1,311 939 1,678 619 112 0
2006 4,688 1,970 329 2,118 1,219 0 531 252 217 0
2007 5,591 1,883 600 2,617 780 187 2,924 218 178 51
2008 5,061 2,749 903 1,562 144 251 1,027 587 83 0
2009 4,538 2,989 387 1,998 534 391 785 517 140 0
2010 3,956 1,730 797 2,219 929 678 3,795 443 81 777
2011 3,463 2,002 1,410 2,148 1,675 1,332 5,181 252 369 856
2012 3,043 2,980 1,418 2,911 593 876 2,910 145 397 123
2013 3,306 2,228 1,981 1,750 1,415 1,909 6,419 247 29 2,134
2014 2,728 1,495 1,780 2,808 1,872 3,829 5,171 387 278 1,673
2015 2,668 966 2,439 3,846 1,791 4,460 4,578 141 477 241
2016 2,120 1,775 454 671 296 1,379 1,196 229 19 0
2017 2,315 435 0 0 27 249 349 232 0 0
2018 1,758 1,588 0 131 223 439 1,129 0 0 0
2019 2,075 367 61 53 228 1,500 4,175 0 0 0

いか釣り延べ操業隻数 沖底曳網回数（かけまわし）*

年度 道南太平洋 道東太平洋
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図5 太平洋主要港における小型いか釣り船CPUEの経年変化
CPUEは1日1隻当りの漁獲重量

図4 冬季発生系群スルメイカ資源量の経年変化
（令和元年度スルメイカ冬季発生系群の資源評価2)より）
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図7 試験調査船北辰丸および金星丸による過去6年の8月調査結果
●は調査点で大きさはCPUE（尾数/1台1時間）を示す。×は漁獲なし

図6 試験調査船北辰丸および金星丸による過去6年の6月調査結果
●は調査点で大きさはCPUE（尾数/1台1時間）を示す。×は漁獲なし
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図9 北海道の太平洋～オホーツク海海域におけるスルメイカの来遊水準
（資源状態を示す指標：太平洋～オホーツク海域漁獲量）
折れ線は前年度の指標とした太平洋海域のみの漁獲量での来遊水準指数

図8 スルメイカ冬季発生系群の資源量と北海道太平洋～オホーツク海海域における
スルメイカ漁獲量の関係（1985～2019年度）
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